
























要約:3 歳児歯科健康診査以後,小学校入学まで保健所など公的機関による歯科健診や保健

指導を受ける機会の乏しい 4,5 歳児のう蝕発生を抑制するためには,この時期の歯科保健

の向上を図る効率的な予防対策が必要である.そこで,本研究班では 4,5 歳児を対象にう蝕

罹患の実態と薬物塗布や保健指導の効果の検討に着手した結果,次のような事が判明した。

小椋らは,鹿児島市内の二幼稚園の年中児を対象として,一園の園児は健診と保健指導を行

い,他の園児は健診のみを実施し,その後の経過を観察した.その結果では,二幼稚園の園児

の口腔清掃状態とう蝕増加状況に差が認められなかった。この事は,1 年間に 1 度程度の

保健指導のみでは効果が期待出来ない事が判明した。

岡崎は,岡山県の 3歳児健診受診者を乳歯う蝕のある者とない者に分け,同一対象者の 6年

後までのう蝕の追跡調査を行った。いずれの年度も,3 歳児の時にう蝕のあった群が有意

にう蝕が多かった。次に同一対象者の中で,3 歳時にう蝕のない者について 4 歳健診受診

者と未受診者の二群に分け,その後のう蝕罹患状態を追跡し,4 歳の時点で健診を受けなか

った群の方が 3歳以後のう蝕の増加が多かった.さらに岡崎は,歯科医院に定期的に通院す

る 3,4 歳児で乳臼歯隣接面う蝕のない者について,フッ化ジアミン銀塗布と家庭でのフロ

ッシング指導を行い,指心を行った群と行なわなかったコントロール群との 1 年間のう蝕

発生状態を観察した。その結果,う蝕発生部位数,う蝕発生者の率いずれもフッ素ジアミン

銀塗布群にう蝕が少なかった。

野坂は.岩手県と秋田県の 3 施設で 3～5 歳の幼稚園児,保育園児を対象に,3 ヵ月間隔でフ

ッ素塗布を行った。隣接面はフッ素を浸み込ませたデンタルフロスを用いて塗布を行っ

た.5 歳児では 1年間,3,4 歳児では 2年間の経過観察を行った結果,いずれの地域において

も,フッ素塗布を実施した幼児のう蝕罹患者率ならびにう歯数ともに,増加が抑制された。

北原は,3 歳児健診で乳臼歯隣接面が健全な 306 名について,一側の乳臼歯隣接面にフッ化

ジアミン銀塗布を行い,他側は何もせず対照とし,約 6 カ月間隔で塗布を実施した.その結

果,追跡可能であった 210 名の塗布側隣接面の約 30～60%に抑制効果が認められた.また,

同一追跡調査児の乳臼歯隣接面う蝕発生の要因を分析した結果,乳臼歯隣接面へのフロス

使用,3 歳時点の含糖菓子類の摂取頻度,3 歳時点でのう蝕発生の有無,歯磨き剤の利用,食

事中にテレビを見る等の項目に関連が認められた。


